
①
国
保
は
２
年
連
続
値
上
げ
さ
れ
た
。
４
人
世

帯
の
増
額
分
は
②
市
の
法
定
外
繰
入
を
な
く
し

た
場
合
い
く
ら
増
額
か
③
法
定
外
繰
入
の
削
減
・
解

消
計
画
の
市
の
考
え
は
④
多
子
世
帯
は
子
ど
も
の
数

が
多
い
ほ
ど
保
険
税
が
上
が
り
子
育
て
支
援
に
逆
行
。

他
市
が
実
施
し
て
い
る
減
免
制
度
の
実
施
を
。

①
所
得
３
０
０
万
円
の
40
代
夫
婦
と
子
供
２
人

の
４
人
世
帯
で
29
年
度
は
年
間
２
万
４
９
０
０

円
、
30
年
度
は
年
間
１
万
８
８
０
０
円
の
増
②
約
３

万
５
３
４
０
円
③
31
年
度
中
に
計
画
策
定
④
国
に
対

し
子
供
に
係
る
保
険
税
軽
減
措
置
の
実
施
等
、
負
担

軽
減
策
を
要
望
。
財
政
支
援
が
な
け
れ
ば
難
し
い
。

①
市
の
調
査
で
介
護
保
険
利
用
料
が
払
え
ず

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
な
い
人
が
４
・
２
％
、

低
所
得
者
へ
利
用
料
の
軽
減
を
②
低
所
得
者
が
入
れ

る
多
床
室
が
あ
る
特
養
ホ
ー
ム
の
増
設
を
③
狛
江
団

地
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
を
都
へ
要
望
し
て
④
シ
ル

バ
ー
ピ
ア
は
安
く
て
安
心
の
住
ま
い
、
増
設
を
。

①
一
定
の
配
慮
は
行
っ
て
い
る
。
困
難
な
場
合

は
相
談
い
た
だ
き
支
援
を
検
討
②
新
た
な
整
備

は
難
し
い
。
整
備
す
る
場
合
は
事
業
者
か
ら
意
見
を

聞
き
総
合
的
に
判
断
③
高
齢
者
向
け
住
宅
等
の
積
極

的
な
供
給
と
あ
わ
せ
東
京
都
へ
要
望
④
財
源
確
保
等

の
課
題
も
大
き
い
。
運
営
し
て
い
る
３
棟
を
適
切
に

運
営
。

２
０
４
０
年
狛
江
の
ま
ち
づ
く
り

①
人
口
減
少
を
受
け
入
れ
て
い
く
の
か
、
減
少

を
抑
え
る
策
を
打
つ
の
か
。
そ
の
よ
う
な
議
論

は
行
わ
れ
た
の
か
。

②
２
０
４
０
年
、
高
齢
者
の
健
康
は
さ
ら
に
重
要
に

な
る
と
考
え
る
。
和
泉
多
摩
川
緑
地
の
都
立
公
園
化

の
構
想
は
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
空
間
の

確
保
が
一
つ
の
柱
だ
。
現
在
の
進
捗
状
況
は
。

③
市
の
南
部
で
現
在
、
交
渉
中
、
ま
た
は
調
整
中
の

市
民
農
園
の
候
補
地
の
お
お
よ
そ
の
広
さ
と
区
画
数

は
。

①
人
口
減
少
を
抑
え
る
た
め
、
総
合
戦
略
を
も

と
に
施
策
展
開
し
、
市
民
等
を
含
む
委
員
会
で

進
捗
管
理
し
て
い
る
。

②
現
在
、
東
京
都
と
は
都
市
計
画
上
の
課
題
を
整
理

す
る
必
要
性
を
共
有
し
て
お
り
、
定
期
的
に
協
議
を

継
続
し
て
い
る
。

③
約
１
３
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
、
80
区
画
。

①
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
根
絶
へ
全
職
員
向
け
無
記
名

ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
を
②
人
権
尊
重
条
例
に
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
の
根
絶
や
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
人
権
保
障
と
と
も

に
、
生
存
権
の
保
障
を
入
れ
る
べ
き
③
市
長
公
約

「
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
」の
立
場
か
ら
、
消
費
税
増
税

に
反
対
し
富
裕
層
や
大
企
業
に
負
担
を
求
め
る
べ
き
。

①
条
例
に
基
づ
く
運
用
の
中
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を

行
う
必
然
性
が
生
じ
た
場
合
に
判
断
す
べ
き
と

考
え
る
②
市
の
状
況
等
も
勘
案
し
な
が
ら
検
討
委
員

会
で
検
討
い
た
だ
き
た
い
③
税
制
度
全
体
の
中
で
社

会
保
障
費
の
財
源
を
ど
の
よ
う
に
確
保
し
て
い
く
の

か
議
論
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
。

災
害
死
者
ゼ
ロ
の
ま
ち
づ
く
り

①
農
地
で
の
ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
が
広

が
っ
て
い
る
。
狛
江
で
は
宅
地
化
農
地
で
あ
れ

ば
可
能
で
あ
り
Ｐ
Ｒ
を
②
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

利
用
率
の
目
標
設
定
を
③
原
発
事
故
後
７
年
半
経
つ

の
に
４
万
人
が
不
自
由
な
避
難
生
活
を
し
て
い
る
。

危
険
な
原
発
を
な
く
す
と
い
う
立
場
を
と
る
べ
き
。

①
Ｐ
Ｒ
を
行
う
前
に
都
市
部
で
の
導
入
状
況
等
、

情
報
収
集
に
努
め
る
②
環
境
基
本
計
画
等
の
改

定
に
お
い
て
他
自
治
体
の
取
り
組
み
を
参
考
に
検
討

し
て
い
く
③
電
源
と
な
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
は
そ
れ
ぞ

れ
強
み
と
弱
み
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
バ
ラ
ン
ス
の
取

れ
た
需
給
構
造
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
。

ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
検
討
、
原
発
か
ら
の

撤
退
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
促
進
を

高
齢
に
な
っ
て
も
安
心
し
て

住
み
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、福
祉
の
充
実
を

社
会
保
障
と
し
て
の
国
民
健
康
保
険
。国
保
税
に

国
の
財
政
支
援
を
、多
子
世
帯
へ
の
軽
減
を

①
教
育
費
は
無
料
に
も
か
か
わ
ら
ず
保
護
者
負

担
は
中
学
で
47
万
円
に
。
基
準
を
１・２
倍
に

す
る
に
は
４
６
７
万
円
で
可
能
、
ぜ
ひ
拡
充
を
②
12

市
が
実
施
し
て
い
る
卒
業
ア
ル
バ
ム
代
へ
の
補
助
を

③
入
学
学
用
品
費
の
支
給
を
せ
め
て
3
月
中
旬
に
。

①
「
狛
江
市
子
ど
も
の
生
活
実
態
調
査
」
結
果

も
参
考
に
検
討
②
事
業
全
体
の
あ
り
方
を
検
討

す
る
中
で
考
え
て
い
く
③
ダ
ブ
ル
支
給
を
防
ぐ
た
め

に
も
、
適
正
な
事
務
の
運
用
は
必
要
と
考
え
る
。

①
根
川
学
童
は
廃
止
す
べ
き
で
な
か
っ
た
が
見

解
は
②
根
川
学
童
を
活
用
し
学
童
と
し
て
再
ス

タ
ー
ト
を
③
学
童
ク
ラ
ブ
を
増
設
す
べ
き
④
学
童
の

入
所
基
準
で
、
育
休
明
け
の
復
職
条
件
を
変
え
る
必

要
が
あ
る
⑤
保
育
園
は
指
数
の
減
点
が
な
い
。
学
童

も
４
月
中
に
復
職
で
あ
れ
ば
指
数
は
10
点
と
す
べ
き

⑥
認
可
園
で
な
い
幼
児
施
設
利
用
者
を
補
助
金
支
給

対
象
に
⑦
駅
周
辺
に
バ
イ
ク
駐
輪
場
増
設
の
要
望
が

あ
る
が
、
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

①
休
所
と
し
た
が
、
申
込
人
数
が
少
な
く
閉
所

し
た
②
待
機
児
対
策
検
討
報
告
書
に
お
い
て
、

方
向
性
を
示
す
③
平
成
31
年
度
新
設
に
よ
り

31

90
人
の

定
員
の
増
加
を
図
り
、
小
学
校
児
童
の
需
要
に
合
わ

せ
、
学
童
ク
ラ
ブ
整
備
の
検
討
④
新
年
度
申
請
受
付

中
で
、
変
更
す
る
こ
と
は
難
し
い
⑤
来
年
度
に
向
け
て

検
討
⑥
都
や
他
市
の
取
り
組
み
を
調
査・研
究
し
て
い

く
⑦
需
要
や
必
要
性
の
検
証
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
へ
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２

教
育
環
境
に
つ
い
て

①「
笑
育
」に
つ
い
て
㋐
実
施
経
緯
と
事
業
内
容

㋑
目
的
㋒
効
果
㋓
今
後
の
方
向
性
㋔
子
ど
も
や

学
校
の
反
応
㋕
単
年
度
の
取
り
組
み
か
②
外
国
人
生

徒
・
児
童
の
受
け
入
れ
体
制
③
言
語
へ
の
対
応
は
④

学
校
給
食
の
役
割
⑤
中
学
校
の
テ
ス
ト
期
間
中
に
給

食
提
供
と
応
援
メ
ニ
ュ
ー
を
⑥
教
職
員
の
長
時
間
勤

務
に
つ
い
て
㋐
認
識
㋑
事
務
負
担
軽
減
㋒
研
究
授
業

の
目
的
と
成
果
㋓
文
科
省
が
示
す
研
究
指
定
校
の
簡

素
・
合
理
化
に
つ
い
て
。

①
㋐
協
議
の
結
果
。
全
７
時
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

構
成
㋑
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
を
伸
ば

す
㋒
子
ど
も
達
か
ら
豊
か
な
発
想
力
が
引
き
出
さ
れ

た
㋓
学
校
が
主
体
性
を
持
ち
取
り
組
む
㋔
印
象
深
い

活
動
に
な
っ
た
㋕
学
校
の
意
思
を
支
援
②
支
援
体
制

を
整
え
て
い
る
③
翻
訳
機
活
用
等
④
福
祉
的
側
面
も

あ
る
⑤
課
題
整
理
が
必
要
。
検
討
す
る
⑥
㋐
授
業
づ

く
り
等
の
時
間
が
不
足
㋑
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
導
入
㋒

質
の
維
持
・
向
上
。
主
体
的
な
学
び
が
具
現
化
㋓
教

員
と
し
て
誇
り
・
や
り
が
い
を
持
て
る
よ
う
に
す
る
。

岡
村
し
ん

宮
坂
良
子

西
村
あ
つ
子

道
路
行
政
に
つ
い
て

①
松
原
交
差
点
の
渋
滞
対
策
事
業
、
交
差
点
す

い
す
い
プ
ラ
ン
が
認
可
取
得
し
た
と
の
こ
と
だ

が
、
そ
の
内
容
の
確
認
を
し
た
い
。

②
松
原
交
差
点
す
い
す
い
プ
ラ
ン
の
写
し
を
見
る
と
、

交
差
点
以
南
の
拡
幅
は
塀
等
の
工
作
物
が
か
な
り
そ

の
範
囲
に
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
の
工
作
物
を
収
用
す

る
時
、
撤
去
費
用
及
び
補
償
は
ど
う
な
る
の
か
。

③
今
回
の
事
業
の
範
囲
以
南
の
田
中
橋
交
差
点
ま
で

の
区
間
の
計
画
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
。

①
中
和
泉
一
丁
目
か
ら
和
泉
本
町
三
丁
目
ま
で

の
２
３
５
メ
ー
ト
ル
。
松
原
交
差
点
以
南
は
16

メ
ー
ト
ル
ま
で
広
げ
る
。
交
差
点
以
北
は
断
面
構
成

を
変
更
し
交
差
点
の
交
通
を
円
滑
化
す
る
。

②
東
京
都
が
現
地
の
建
物
や
工
作
物
を
調
査
し
、
そ

の
移
転
費
用
、
そ
の
他
通
常
生
じ
る
損
失
補
償
額
を

算
定
し
、
協
議
を
行
う
。

③
現
在
の
と
こ
ろ
、
こ
の
区
間
の
整
備
に
つ
い
て
は

事
業
化
の
予
定
は
な
い
。

①
南
部
地
域
か
ら
調
布
方
面
へ
バ
ス
路
線
新
設

を
②
こ
ま
バ
ス
と
路
線
バ
ス
の
ダ
イ
ヤ
の
重
な

り
改
善
を
③
和
泉
多
摩
川
駅
前
郵
便
局
前
に
バ
ス
停

を
④
世
田
谷
通
り
高
架
下
駐
輪
場
に
防
犯
カ
メ
ラ
を

⑤
市
役
所
前
交
差
点
に
歩
車
分
離
式
信
号
を
。

①
事
業
者
へ
粘
り
強
く
伝
え
て
い
く
②
機
会
を

捉
え
、
引
き
続
き
事
業
者
へ
要
望
し
て
い
く
③

要
望
し
て
い
る
が
総
合
的
に
事
業
者
側
で
判
断
す
る

も
の
④
今
後
の
検
討
課
題
⑤
交
通
管
理
者
に
要
望
を

伝
え
て
い
く
。

南
部
地
域
か
ら
調
布
方
面
へ
の
バ
ス
路
線
の
新
設
、

ダ
イ
ヤ
の
重
な
り
の
改
善
、
バ
ス
停
新
設
を
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石
井

功

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
根
絶
、人
権
尊
重
条
例
に
生
存

権
保
障
を
、消
費
税
10
％
へ
の
増
税
に
反
対
を

鈴
木
え
つ
お

※
4

①
子
育
て
世
代
が
参
加
し
や
す
い
防
災
訓
練
が

で
き
な
い
か
②
開
局
準
備
中
の
狛
江
の
Ｆ
Ｍ
ラ

ジ
オ
局
と
協
定
を
結
び
、
防
災
情
報
を
家
の
中
で
聞

こ
え
る
よ
う
に
進
め
て
ほ
し
い
③
災
害
時
の
診
察
や

薬
を
も
ら
う
流
れ
は
④
災
害
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
各
避
難
所
の
連
携
は
⑤
福
祉
避
難
所
の
防
災

倉
庫
確
保
の
要
望
は
ど
う
な
っ
た
か
⑥
避
難
所
の
質

の
向
上
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
⑦
一
小
に
続
き
避
難

所
と
な
る
全
て
の
学
校
体
育
館
へ
エ
ア
コ
ン
設
置
を
。

①
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
的
な
も
の
が
必
要
か
、

否
か
難
し
い
②
開
局
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
協
議

し
た
い
③
対
応
が
可
能
な
機
関
の
数
は
限
ら
れ
る
。

在
宅
避
難
の
方
の
医
薬
品
は
検
討
課
題
④
定
期
・
巡

回
診
療
、
保
健
活
動
班
の
派
遣
調
整
。
仕
組
み
は
検

討
⑤
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
、
岩
戸
地
域
セ
ン
タ
ー
、

教
育
研
究
所
付
近
の
備
蓄
庫
等
を
予
定
⑥
少
し
で
も

過
ご
し
や
す
い
環
境
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
⑦
財

政
状
況
等
を
踏
ま
え
検
証
を
行
っ
て
い
く
。

①
渋
谷
行
き
の
バ
ス
が
あ
ま
り
に
少
な
い
。
市

の
認
識
は
②
調
布
市
や
世
田
谷
区
と
の
連
携
を

③
渋
谷
行
き
バ
ス
増
便
を
小
田
急
バ
ス
に
要
望
し
て

ほ
し
い
④
こ
ま
バ
ス
の
増
便
を
行
う
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
ど
う
か
⑤
サ
ポ
ー
ト
ベ
ン
チ
を
活
用
し
バ
ス

停
に
椅
子
の
設
置
を
⑥
喜
多
見
駅
の
自
転
車
駐
輪
場

台
数
の
認
識
は
⑦
駐
輪
場
増
設
に
向
け
具
体
的
な
動

き
を
⑧
安
全
対
策
が
必
要
な
水
道
道
路
拡
幅
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
⑨
電
中
研
前
歩
道
の
早
期
整
備
を
。

①
採
算
性
や
車
両
等
の
や
り
く
り
で
判
断
と
理

解
②
各
自
治
体
の
問
題
意
識
が
高
ま
れ
ば
連
携

し
て
い
く
③
要
望
す
る
④
近
隣
自
治
体
や
バ
ス
事
業

者
と
連
携
を
し
て
よ
り
良
い
方
向
で
考
え
た
い
⑤
導

入
コ
ス
ト
等
を
踏
ま
え
調
査
研
究
⑥
少
な
い
と
の
意

見
は
頂
い
て
い
る
⑦
世
田
谷
区
と
の
連
携
を
検
討
と

民
間
施
設
へ
増
設
要
望
を
す
る
⑧
東
京
都
は
事
業
概

要
及
び
測
量
説
明
会
に
つ
い
て
準
備
中
と
の
こ
と
⑨

31
年
度
に
整
備
し
た
部
分
を
歩
道
と
し
て
開
放
。

交
通
利
便
性
の
向
上
と
安
全
対
策
に
つ
い
て

ひ
と
し
く
安
心
し
て
教
育
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
就

学
援
助
制
度
の
拡
充
で
、
子
育
て
支
援
の
充
実
を

※
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